
市
国
際
交
流
員
と
し
て
、
八
月

九
日
、
高
木
市
長
か
ら
辞
令
を
受

け
た
。
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ロ
ー
ナ
市

出
身
。
べ
ネ
チ
ア
大
で
日
本
語
を

専
攻
し
、
英
語
も
堪
能
だ
。

「
高
校
の
と
き
に
小
津
安
二
郎

や
黒
沢
明
の
映
画
を
観
た
こ
と
が
、

日
本
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
文
化
が
大
き
く
違

う
点
に
引
か
れ
、
大
学
で
日
本
語

を
学
び
ま
し
た
。
漢
字
は
難
し
い

で
す
が
、
村
上
春
樹
や
吉
本
ば
な

な
の
本
を
よ
く
読
み
ま
す
。
昨
年

九
月
ま
で
早
稲
田
大
へ
一
年
間
留

学
し
て
い
た
の
で
、
日
本
食
も
納

豆
以
外
は
何
で
も
食
べ
ら
れ
、
寿

司
と
ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き
で
す
」

出
身
地
の
べ
ロ
ー
ナ
市
は
人
口

二
十
七
万
人
。
古
代
ロ
ー
マ
時
代

の
円
形
競
技
場
、
中
世
の
街
並
み

が
残
る
こ
と
な
ど
か
ら
世
界
遺
産

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
舞
台

に
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名
だ
。

「
前
橋
は
中
心
街
に
美
し
い
川

が
流
れ
、
近
く
に
山
が
見
え
る
静

か
な
都
市
で
故
郷
に
似
て
い
ま
す
。

都
会
の
混
雑
は
嫌
い
な
の
で
、
こ

こ
に
住
み
、
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」

国
際
交
流
員
の
仕
事
は
通
訳
や

翻
訳
、
外
国
人
相
談
窓
口
、
英
語

の
広
報
誌
「
前
橋
瓦
版
」
の
編
集

発
行
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

「
わ
た
し
に
会
っ
た
ら
、
気
軽

に
話
し
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
日
本

語
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
イ
タ
リ

ア
な
ど
と
の
国
際
交
流
に
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
仕
事
に

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

横
沢
町
の
多
目
的
集
会
セ
ン
タ

ー
広
場
で
八
月
二
十
日
に
納
涼
祭

雷
電
神
社
祭
が
開
催
。
古
く
か
ら

地
元
神
社
の
行
事
と
し
て
親
し
ま

れ
、
今
も
子
ど
も
た
ち
が
作
成
し

た
灯
籠

と
う
ろ
う

を
神
社
に
飾
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
町
の
納
涼
祭
と
な
り
、

一
層
地
域
に
密
着
し
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
百
五
十
人
が
参
加
。

民
謡
踊
り
で
は
地
域
伝
統
の
大
胡

音
頭
も
披
露
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
で
夜
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

横
堀
平
吉
自
治
会
長
は
「
地
域

の
つ
な
が
り
を
守
る
た
め
必
要
な

行
事
。
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八
月
十
七
日
、
亀
里
町
矢
島
の

七
観
音
で
、
伝
統
行
事
の
七
観
世

音
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
産

と
子
育
て
の
観
音
様
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
七
体
の
像
を
開
帳
。

出
産
を
控
え
た
夫
婦
や
幼
い
子
ど

も
を
連
れ
た
人
が
次
々
と
お
参
り

に
訪
れ
ま
す
。
嫁
ぎ
先
の
県
外
か

ら
来
る
人
も
。
普
段
見
ら
れ
な
い

七
観
音
に
手
を
合
わ
せ
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
し
た
。

主
代
勝
茂
自
治
会
長
は
「
安
産

祈
願
に
来
た
人
が
、
出
産
後
も
子

ど
も
と
お
参
り
に
来
て
く
れ
う
れ

し
い
で
す
。
触
れ
合
い
を
大
切
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
し
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広報まえばし　平成１８年９月１日号　８

新しい市国際交流員

クラウディオ・コッピーニさん（25）
住吉町一丁目

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

地
域
で
交
流

町
の
納
涼
祭

大
胡
地
区

七観世音に

子の成長願う

※ピープル、まちのニュースの情報が
ありましたらお寄せください。
市政発信課蕁890-6642

下川淵地区

横沢町

亀
里
町

恒
例
の
前
橋
花
火
大
会
が
八
月
十
五
日
、
大
渡
橋
付

近
の
利
根
川
で
開
催
さ
れ
、
浴
衣
姿
の
人
や
家
族
連
れ

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
空
中
ナ

イ
ア
ガ
ラ
な
ど
夜
空
に
織
り
な
す
光
の
競
演
。
河
川
敷

に
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

本市が生んだ偉大なる詩人
萩原朔太郎の生誕120周年にあ
たる今年は、「若い芽のポエム」
に北海道から沖縄まで全国24
の都道府県から、昨年を上回
る１万7,488編の応募がありま
した。詩のコンクールでこれ
だけ多くの作品が寄せられる
のは、このコンクールが唯一
と聞いていますが、いずれの
作品も、子どもたちの素直な
思いがみずみずしい言葉でつ
づられております。
現在、子どもたちを取り巻

く社会状況はますます複雑に
なり、思いもよらない事件が
新聞やテレビなどでしばしば
取り上げられ、そのたびに教
育の重要性を痛感しています。
本市では、将来の都市像と

して「生命都市いきいき前橋」
構想を掲げ、さまざまな施策
を展開しております。そのた
めにはまず、次代を担う子ど
もたちが心豊かに、いきいき
と育つことが不可欠であり、
本事業が果たす役割は大きい
と思います。
委員の皆さんには、本事業

の充実さらには本市における
教育・文化の一層の振興のた
め、よろしくお願いします。
（第10回「若い芽のポエム」
推薦委員会、８月17日、前橋
テルサ）

９ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

夏
の
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花

子どもたちの
素直な思いを

市役所１階市民ロビーで、
８月18日から31日まですこや
か保育展が行われました。市
内保育所（園）の制度や生活
内容などをパネルで分かりや
すく紹介。子育て相談なども
行われ、親子連れの姿が多く
見られました。

本市の保育を紹介

８月19日、県生涯学習セン
ターで「まえばしロボコン20
06」が開かれました。自作の
ロボットを操作して、スポン
ジボールを相手ゴールに入れ
る競技。中学生と一般の２部
で熱戦が展開され、優勝者ら
にトロフィーが贈られました。

ロボットが熱戦を


